
令
和
７
年
度
当
初
予
算

で
、
旧
町
村
に
か
か
る
主

な
投
資
事
業
は
次
の
通
り

で
す
。

朝
日
庁
舎
改
築
事
業

旧

・

（

朝
日
庁
舎
等
解
体
工
事
費

３
億
６
４
５
５
万
３

等
）

千
円旧

大
泉
鉱
山
寿
岡
堆
積

・

業
１
６
５

場
耐
震
対
策
事

０
万
円

く
し
び
き
温
泉
ゆ
ー
Ｔ

・ｏ
ｗ
ｎ
管
理
運
営
事
業

源
（

泉
井
戸
改
修
工
事
費
等
）

４
１
８
０
万
円

水
利
施
設
ス
ト
ッ
ク
マ

・ネ
ジ
メ
ン
ト
事
業
（
笹
川

西
部
地
区
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
事
業
負
担
金
）

３
６
４
万
円

農
村
地
域
防
災
減
災
事

・

業
（
五
斗
畑
地
区
た
め
池

等
整
備
事
業
負
担
金
等
）

４
２
２
万
円

林
道
念
珠
関
線
開
設
事

・
１
１
４
０
万
円

業
や
ま
ぶ
し
温
泉
ゆ
ぽ
か

・管
理
運
営
事
業
（
サ
ウ
ナ

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事
費
）

９
６
０
万
円

あ
さ
ひ
自
然
体
験
交
流

・施
設
管
理
運
営
事
業
（
湯

殿
山
ス
キ
ー
場
ゲ
レ
ン
デ

２
０

施
設
改
修
工
事
費
）

０
万
円

あ
さ
ひ
自
然
体
験
交
流

・施
設
管
理
運
営
事
業
（
湯

殿
山
ス
キ
ー
場
ゲ
ー
ト
シ３

ス
テ
ム
設
置
工
事
費
）

６
０
０
万
円

羽
黒
山
ス
キ
ー
場
管
理

・運
営
事
業
（
ペ
ア
リ
フ
ト

１
２
０
０

改
修
工
事
費
）

万
円櫛

引
た
ら
の
き
だ
い
ス

・キ
ー
場
管
理
運
営
事
業

第
（

１
ペ
ア
リ
フ
ト
改
修
工
事

４
２
０
万
円

費
）鶴

岡
市
歴
史
的
風
致
維

・持
向
上
計
画
事
業
（
宿
坊

街
ま
ち
歩
き
サ
イ
ン
設
置

１
０
０
０
万
円

工
事
費
）

道
の
駅
あ
つ
み
移
転
整

・

億
９
８
９
７
万

備
事
業
15

９
千
円

・

４

温
海
公
園
整
備
事
業

０
０
０
万
円

常
備
消
防
施
設
新
営
改

・良
事
業
（
櫛
引
分
署
屋
根

２
８
０

改
修
工
事
費
等
）

７
万
９
千
円

朝
日
分
署
改
築
事
業

旧

・

（

）

朝
日
分
署
解
体
工
事
費
等

６
６
６
８
万
２
千
円

小
学
校
大
規
模
改
修
事

・業
（
鼠
ヶ
関
小
冷
房
設
備

８
６
９

改
修
工
事
費
等
）

７
万
円

中
学
校
大
規
模
改
修
事

・業
（
温
海
中
火
災
受
信
機

）
２
３
１

更
新
工
事
費
等

０
万
円

藤
島
地
域
義
務
教
育
学

・

（

、

校
整
備
事
業

地
質
調
査

）

用
地
測
量
業
務
委
託
料
等

６
１
８
０
万
円

歴
史
的
建
造
物
保
存
事

・業
（
松
ヶ
岡
開
墾
場
貯
桑）

土
蔵
保
存
修
理
工
事
費
等

６
３
２
０
万
６
千
円

大
鳥
自
然
の
家
事
業

体

・

（

育
館
屋
根
改
修
工
事
費
）

１
８
４
０
万
円

史
跡
松
ヶ
岡
開
墾
場
管

・理
運
営
事
業
（
２
番
蚕
室

女
子
ト
イ
レ
洋
式
化
工
事

１
４
０
万
円

費
）東

田
川
文
化
記
念
館
管

・理
運
営
事
業
（
ト
イ
レ
洋

２
３
０

式
化
工
事
費
等
）

万
円ス

ポ
ー
ツ
施
設
改
修
事

・業
（
羽
黒
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

５
１

芝
張
替
工
事
費
等
）

５
０
万
円
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配布者にご連絡下さい

（月２００円程度）
2月 31人 28,340円
1月 38人 39,670円

ふ
る
さ
と
賛
歌

鈴
木
重
雄(

八
色
木)

随
想
あ
れ
か
ら

年
１

月
日
の
流
れ
は
早
い
も

の
で
す
。

、

私
は

歳
の
こ
れ
ま
で

97

病
気
ら
し
い
病
気
は
し
た。

こ
と
が
せ
ず
に
来
ま
し
た

そ
れ
が
昨
年
２
月
、
散

歩
中
に
突
然
、
脳
梗
塞
で

倒
れ
、
１
時
間
く
ら
い
冷

気
に
さ
ら
さ
れ
、
携
帯
電

話
は
側
溝
に
落
ち
て
拾
う

こ
と
が
で
き
ず
、
散
歩
中、

の
人
か
ら
助
け
て
も
ら
い

、

家
ま
で
付
き
添
っ
て
戴
き

即
入
院
と
な
り
ま
し
た
。、

荘
内
病
院
７
階
病
棟
で

言
語
訓
練
と
身
体
機
能
の

療
養
と
な
り
ま
し
た
。

幸
い
言
語
障
害
は
少
な

か
っ
た
が
、
冷
た
い
風
に

さ
ら
さ
れ
て
い
た
の
で
肺

炎
を
併
発
し
て
、
１
カ
月

間
く
ら
い
入
院
し
、
そ
の

後
は
櫛
引
リ
ハ
ビ
リ
病
院

に
転
院
し
、
３
カ
月
間
、

日
常
生
活
に
必
要
な
機
能

訓
練
を
受
け
ま
し
た
。

入
院
中
は
患
者
に
寄
り

添
っ
た
介
護
を
受
け
、
友

だ
ち
も
で
き
て
楽
し
く
過

ご
す
事
が
で
き
、
感
謝
し

て
い
ま
す
。

私
は
、
自
分
で
は
脳
障

害
も
な
く
き
た
と
思
っ
て

い
ま
す
が
、
他
人
か
ら
見

た
ら
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

た
だ
右
側
に
後
遺
症
が

あ
り
、
原
稿
用
紙
に
文
字

を
書
く
の
に
注
意
し
て
い

ま
す
。
パ
ソ
コ
ン
で
も
打

て
た
ら
と
悔
や
ん
で
い
ま

す
。今

は
、
週
２
回
の
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
を
、
農
協
の
あ

い
と
サ
ー
ビ
ス
で
、
ゲ
ー

ム
と
ク
イ
ズ
、
読
書
を
楽

し
ん
で
い
ま
す
。

昭
和
一
桁
生
ま
れ
の
私

で
す
。
こ
の
世
の
適
齢
期、

は
と
う
に
過
ぎ
ま
し
た
が

天
気
の
良
い
日
は
周
囲
の

山
々
を
眺
め
な
が
ら
、
２

０
０
０
歩
位
の
散
歩
を
楽

し
ん
で
い
ま
す
。

「

」

枯
れ
木
も
山
の
賑
わ
い

で
あ
り
た
い
。

令和７年度　藤島 地域まちづくり未来事業　
令和6年度 令和7年度

(千円) (千円)

1．未来に繋げる田園文化と多様な水田活用農業の振興 

　・藤島地域人と環境にやさしい農業推進事業　 804 427

　・藤島農産物元気事業　 1,883 1,771

　・庄内農業高等学校地域連携事業　 1,000 1,000

　・藤島地域農の魅力拡大事業　 2,794 2,394

　・藤島地域里山整備活性化事業 - 100

 2．歴史と文化、交流が彩るふじのまちづくりの推進 

　・藤島歴史公園「Ｈｉｓｕ 花」魅力発信事業　　 3,652 3,819

　・藤島歴史公園「Ｈｉｓｕ 花」から始まる地域づくり事業　 300 300

　・藤島花咲かせ活動支援事業　 711 393

　・ふじの里づくり事業　 126 126

　・鶴岡伝統芸能祭開催事業　 790 790

　・藤島地域観光拠点魅力アップ事業　★　 1,784 2,067

　・ふじのまちかど整備事業　 3,500 3,500

　・東田川文化記念館利活用事業　★　 438 530

　・藤棚の整備事業　 3,861 3,960

　（藤島歴史公園案内表示板整備事業）　 1,400 -

3．くらしやすい“藤島”を実感できる生活基盤の再構築 

　（長沼・八栄島地区地域公共交通導入事業）　 3,217 -

　（藤島地域公共交通再編事業）　 286 -

　・藤島文厚エリア検討事業　 346 588

　・長沼温泉ぽっぽの湯活性化事業　 800 730

合　計 27,692 22,495

（参考）その他未来基金を充当する経費（全体経費）
令和6年度 令和7年度

(千円) (千円)

　・事業推進員任用経費　 15,743 15,932

　・地域庁舎管内施設の小規模修繕事業（1庁舎あたり10,000千円）　50,000千円50,000 50,000

（

）

地
域
ま
ち
づ
く
り
未
来
事
業
一
覧

藤
島

旧
町
村
に
か
か
る
新
年
度
予
算
案
の
主
な
投
資
事
業



(

株)
ス
タ
ン
レ
ー
鶴
岡

製
作
所
の
創
業
時
（
昭
和

(

１
９
７
１)
年
４
月
）

46の
こ
と
を
、
太
田
進
さ
ん

（

・
東
渡
前
）
に
聞
き

83
ま
し
た
。

「
太
田
さ
ん
の
父
・
太
田

市
郎
さ
ん
が
町
会
議
員
を

務
め
て
い
て
、
当
時
超
小

形
電
球
を
製
造
開
始
し
て

い
た
ス
タ
ン
レ
ー
電
気
の

誘
致
を
持
っ
て
き
た
。

、

開
所
２
年
前
の
春
頃
に

東
京
の
本
社
の
重
役
が
、

新
潟
駅
か
ら
ハ
イ
ヤ
ー
で

藤
島
に
来
て
、
夜
中

時
12

頃
に
、
私
が
田
の
売
買
の

契
約
を
交
わ
し
た
。、

、

基
盤
整
備
前
で
換
地

水
路
、
農
道
も
多
く
、
県

の
許
可
を
得
る
の
に
何
度

も
県
庁
に
足
を
運
ん
だ
。

町
は
、
誘
致
し
た
愛
知

県
半
田
市
の
昭
和
織
布

、

、

(

株)

が
昭
和

年
２
月

44

進
出
を
断
念
し
た
こ
と
か

ら
、
ス
タ
ン
レ
ー
の
誘
致

に
懐
疑
的
だ
っ
た
（
そ
の

予
定
敷
地
は
、
今
で
も
六

所
畑
の
空
地
で
市
有
地
。）

町
の
総
務
課
長
の
田
村

（

）
、

孝
一
さ
ん
幕
野
内
が

途
中
退
職
し
て
会
社
の
総

務
部
長
に
な
っ
た
。

自
分
も
２
年
く
ら
い
後

に
会
社
に
入
り
、
そ
の
後

総
務
部
長
も
経
験
し
、
工

場
を
次
々
と
６
号
館
ま
で

拡
大
し
て
い
っ
た
。

社
員
は
最
高
時
８
０
０

人
く
ら
い
雇
用
し
て
い
た

時
期
も
あ
っ
た
。

社
員
の
給
与
は
、
途
中

か
ら
東
京
の
本
社
並
み
に

な
り
、
地
域
で
は
優
遇
さ

れ
て
い
た
。

、

時
代
の
変
化
と
は
い
え

独
立
し
た
子
会
社
が
本
社

に
吸
収
合
併
さ
れ
る
こ
と

は
残
念
だ
」。

「
藤
島
町
報
」
昭
和

年
46

６
月
１
面
下
段
に

「
ス
タ

、

ン
レ
ー
藤
島
工
場
第
１
期

工
事
完
成
６
月
２
日
に
開

所
式
」
が
報
じ
ら
れ
、
当

。

時
の
扱
い
は
小
さ
か
っ
た

↓

門
人
と
自
称
し
た
９
名

が
、
明
治

年
９
月
に
奉

43

写

納
し
た
絵
馬
の
詞
書
（

真
は
東
田
川
文
化
記
念
館

）
に
次
の
よ
う
な

に
展
示

部
分
が
あ
る
。

エ
レ
～
ゼ
の
た
め
に

表
題
は
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ

ェ
ン
の
あ
の
有
名
な
ピ
ア

ノ
曲
の
間
違
い
で
は
あ
り

ま
せ
ん
よ
。
ア
メ
リ
カ
よ

り
も
良
い
場
所
は
、
地
球

上
に
な
い
・
ナ
ン
テ
言
っ

て
い
る
ト
ラ
ン
プ
大
統
領。

が
エ
レ
～
ゼ
な
の
だ
か
ら

▲
ス
ポ
ー
ツ
新
聞
の
大
谷

選
手
と
同
じ
よ
う
に
テ
レ

ビ
に
は
ト
ラ
ン
プ
大
統
領

が
毎
日
出
て
く
る
が
、
そ

れ
っ
て
許
せ
る
の
？
ッ
テ

事
も
多
い
じ
ゃ
な
い
で
す

か
。
先
ず
は
誰
も
思
う
事

だ
ろ
う
が
、
ロ
シ
ア
と
ウ

ク
ラ
イ
ナ
の
戦
争
を
終
わ。

ら
せ
る
話
し
合
い
の
件
だ

そ
れ
に
ゼ
レ
ン
ス
キ
ー
大

統
領
を
外
し
て
の
交
渉
と

は
、
何
を
企
ん
で
い
る
の

だ
・
と
な
る
だ
ろ
。

▲
し
か
も
報
道
で
は
、
プ

ー
チ
ン
大
統
領
が
喜
ぶ
よ

う
な
発
言
が
伝
え
ら
れ
て

い
る
。
そ
ん
な
時
に
始
ま

っ
た
両
国
の
会
談
。
希
少

鉱
物
が
欲
し
い
ア
メ
リ
カ

と
安
定
し
た
平
和
が
欲
し

少
し
長
く
な
る
が
、
島

野
の
指
導
が
認
め
ら
れ
た

後
の
も
の
で
、
指
導
ぶ
り

を
示
し
て
い
る
の
で
意
訳

す
る
。

。

山
添
村
の
様
子
で
あ
る

明
治
三
十
一
年
三
月
指

導
実
習
田
の
一
つ
が
山
添

村
大
字
下
山
添
に
指
定
さ

れ
、
上
野
安
治
氏
に
受
入、

れ
を
厚
く
諮
っ
た
と
こ
ろ

氏
は
地
方
の
た
め
重
大
な

事
業
た
る
を
悟
り
快
諾
し

て
、
自
家
の
作
田
で
あ
る

字
宮
の
越
地
内
に
四
反
七

畝
歩
を
こ
れ
に
あ
て
る
と

快
諾
さ
れ
た
。

先
生
は
来
る
毎
に
、
昼

は
実
習
田
で
弟
子
に
教
授

し
夜
は
上
野
氏
宅
に
宿
を

と
っ
た
。
弟
子
の
免
許
を

得
た
者
は
、
昼
は
実
地
教

授
を
受
け
、
夕
べ
に
は
宿

で
つ
き
従
っ
て
食
膳
を
共

東
田
川
史
跡
物
語

山
添
八
幡
神
社
絵
馬
に
見
る
指

青
山

崇

導

い
ウ
ク
ラ
イ
ナ
と
会
談
の

狙
い
が
違
っ
て
い
た
よ
う

だ
し
、
ゼ
レ
ン
ス
キ
ー
大

統
領
を
正
副
大
統
領
２
人

で
攻
め
立
て
て
い
た
。

▲
う
が
っ
た
見
方
と
な
っ

て
も
ら
い
た
い
が
、
ウ
ク

ラ
イ
ナ
の
一
部
を
戦
利
で

認
め
る
か
ら
、
ガ
ザ
を
綺

麗
に
す
る
の
を
俺
に
任
せ

ろ
・
が
狙
い
な
の
で
は
？

そ
ん
な
国
盗
り
物
語
は
20

世
紀
ま
で
の
話
よ
。

▲
非
は
プ
ー
チ
ン
大
統
領

に
あ
る
ん
だ
か
ら
非
を
認

め
さ
せ
、
２
度
と
紛
争
を

起
こ
さ
な
い
約
束
と
な
ら

な
い
こ
と
に
は
、
世
界
が

許
さ
な
い
だ
ろ
う
。
ト
ラ

ン
プ
大
統
領
に
は
そ
の
責

任
が
あ
る
。

▲
だ
か
ら
ゼ
レ
ン
ス
キ
ー

大
統
領
は
、
平
和
の
約
束

が
出
来
れ
ば
大
統
領
は
辞

め
る
か
ら
と
。
そ
の
保
障

と
し
て
「
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
に
入

れ
ろ
」
と
言
っ
て
い
る
ん

だ
。
も
う
、
タ
マ
は
ト
ラ

ン
プ
大
統
領
に
投
げ
ら
れ

た
の
だ
。
エ
レ
～
ゼ
の
た

め
に
平
和
に
な
っ
た
と
な

る
事
を
期
待
だ
（
石
川
）

。

に
し
、
先
生
の
話
を
聴
き

先
生
と
親
し
み
、
乾
田
馬

耕
及
雁
爪
の
伝
習
を
受
け

る
事
六
年
、
其
の
情
愛
は

切
な
る
父
子
も
及
ば
ぬ
も

の
で
あ
っ
た
と
書
か
れ
て

い
る
。

氏名

連絡先

切り抜いて、共産党市議団や

民報配布者にお渡しください

政
権
与
党
が
過
半
数
割
れ
と
な
っ
て
、
国
民

の
要
求
が
通
る
可
能
性
が
開
か
れ
ま
し
た
。

市
政
も
同
様
に
、
声
を
あ
げ
れ
ば
変
わ
り
ま

。

、

す

体
育
館
の
ト
イ
レ
が
壊
れ
た
ま
ま
だ
な
ど

意
見
・
要
求
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

(
株)

ス
タ
ン
レ
ー
鶴
岡
製
作
所
の
創
業
時

太
田
進
さ
ん
に
話
を
聞
き
ま
し
た


